
＃今月の特集関連本❸

　がんのCT画像は「何を考えながら」「どのように」読影すべきか。そのポイ
ントをわかりやすく解説した入門書。本書のゴールは「初心者が画像読影のスキ
ルを伸ばし、症例検討会の議論やカルテの記載内容への理解を深め、結果的に患
者の病態をより深く把握できるようになる」こと。正常画像（ウェブ動画あり）
の見方に始まり、臓器別（例：肺がん、胃がん）や臨床課題別（例：症状は薬剤性
／原疾患）の切り口で症例も掲載。

がんCT画像読影のひきだし
稲葉吉隆、女屋博昭、清水淳市、前田章光＝編
定価 4,950円／B5判・240頁／医学書院／2022
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